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政策調整会議

平成29年1月27日（金）

（知事発表資料）
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志を再興し育む予算（明治維新150年事業）について

主な事業

目 的
明治維新150年（平成30年）を契機に、佐賀の偉業や偉人を顕彰し、偉業を

成し遂げた先人の「志」を今に活かし、未来に繋いでいくため、「肥前さが幕末維
新博覧会」を開催するなど、明治維新１５０年事業に取り組む。

○テーマ館の開設等
・幕末・維新期の佐賀の「技・人・志」全体が分かる記念館等を開設
・本県の偉人を顕彰するためのモニュメントや銅像を制作・設置

○弘道館のまなびの“場”の再興
<次世代を担う若者を対象に、県出身者等の講師陣による「現代の佐賀学」講座を開催>

○工業高校生によるものづくり事業
<工業高校生が、新しい技術を用いて、幕末・維新期に関するものづくりに取り組む>

（今後予定）
県全体で盛り上げるための取組
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主な事業

○障害者への支援の充実
・県立特別支援学校６校におけるスクールバスの運行
・発達障害者支援センターの増設（多久市）

○経済困窮者への支援の充実
・私立高等学校等入学金補助
・私立中学校等授業料軽減補助
・子どもの居場所ネットワークの形成

○社会復帰等への支援の充実
・「ひきこもり地域支援センター」の設置
・不登校対策としてスクールソーシャルワーカーの拡充

○家族等介護者のレスパイト環境の充実

○若年性認知症対策の充実

○「犯罪被害者等支援条例」の制定

○人の想いに寄り添う佐賀らしさの継承

人の想いに寄り添う予算について
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○県産品販売支援の充実及び海外展開の促進
・県産品（農林水産物等）の販売促進を支援する新たな組織の設置
・県内中小企業（製造業等）による新たな海外展開への支援

○産業人材の育成・確保の充実について
・UJIターンによる県内企業への就職希望者に対する奨励金の実施
・市町、農協等が行うトレーニングファーム整備等への支援
・高等水産講習所で学びながら、受入漁家で働く事業への支援

○農地の基盤整備について

・暗渠排水事業を継続する地区に対し、市町と協働で農家負担の軽減

主な事業

産業の活性化、産業人材育成・確保予算について


